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実 施 日： 2014 年 10 月 30 日（木）  

当社説明者：取締役 常務執行役員(経理部担当) 片山 雄一 

 経理部長 吉田 謙次 

IR グループマネージャー 財津 陽一(司会) 

2015 年 3 月期 第 2 四半期決算 電話説明会 質疑応答 

 
 
 
 
 
 

以下は、決算電話説明会における主な質疑応答を取りまとめたものです。 

 

Q1)  足元の状況は。 

A1)  台風の影響があったものの、想定通り順調に推移している。 

 

Q2)  ジェラトーニ投入後、商品 P/C が増加していると考えているが、足元の商品 P/C の状況を教

えてほしい。 

A2)  前年同期比で若干下回って推移している。主に、東京ディズニーリゾート 30 周年関連商品

の販売が終了したことによるものと考えている。 

 

Q3)  ジェラトーニの売れ行きが好調であると思うが、ダッフィーやシェリーメイについてはどうか。 

A3)  具体的な数値は開示していないが、ジェラトーニの好調がけん引してダッフィーやシェリーメ

イの売れ行きも順調であり、ダッフィー関連商品全体として好調である。 

 

Q4)  上半期の集客が想定を大きく上振れた要因をどう考えているか。 

A4)  上半期は、東京ディズニーランドで 5 月から開始した新規ナイトエンターテイメント「ワンス・ア

ポン・ア・タイム」や 9 月にリニューアルオープンした「ジャングルクルーズ：ワイルドライフ・エク

スペディション」といった新規コンテンツが人気を集めたほか、両パークにおいて実施したス

ペシャルイベントなどが好評だったことが要因と考えている。 

 

Q5)  上半期の外国人比率が非常に高い水準にあると思うが、どう捉えているのか。また、今後外

国人ゲストが増加した場合の対応策について教えてほしい。  

A5)  訪日外国人が増加しており、まずはその取込みを着実に行い、これまでの訪日外国人取込

率10％を今後も維持できるように努めたい。また、増加する外国人ゲストへの対応として多言

語でのガイドマップやキャスト教育など、ハード・ソフト両面での受入れ体制を強化していく。 
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Q6)  スターウォーズの映画が新たに公開予定であるが、タイアップ等の予定はあるか。  

A6)  現時点で決まっているものはない。今後、タイミングを見て適宜検討していく。 

 

Q7)  大規模投資は自己資金を活用するのか、再度確認させてほしい。  

A7)  基本的には営業キャッシュ・フローを充当する予定である。ただし、投資のタイミングによって

は一部有利子負債を活用するという可能性もある。 

 

Q8)  今後 10 年間で更新改良投資額が 1,500 億円ということだが、過去と比較して少ないのでは

ないか。  

A)8  今後も大規模な更新改良の実施等を検討しており、過去と比較して決して少ないということ

ではない。 

 

Q9)  発表されたイメージ図では、イッツ・ア・スモール・ワールドやグランドサーキット・レースウェイ

がなくなっているようにみえるが。  

A9)  イラストについてはあくまでイメージである。これまで、ゲストからの支持や認知度が高く、ファ

ンタジーランドを構成する上で欠かせない施設をなくすようなことは考えていない。 

一方、現時点で決定していることではないが、現在の構想通りにファンタジーランドを拡張す

ることになった場合には、グランドサーキット・レースウェイはクローズすることになる。 

 

Q10)  今回発表の大規模投資によって、キャパシティはどの程度増えると考えているのか。 

A10)  具体的な数値は開示していないが、キャパシティは当然のことながら増えることになる。キャ

パシティが増えることで、パーク全体の体験価値は大きく向上することになると考えている。 

 

Q11)  ファンタジーランドの拡張ということだが、平面駐車場の敷地は使用するのか。  

A11)  現時点では未定である。 

 

Q12) キャパシティだけでなく、単価も上がっていくイメージを持っていてよいか。どちらか優先する

ということはあるか。  

A12)  キャパシティと単価、双方の向上を目指しており、どちらか一方ということではない。 

 

Q13)  チケット価格改定に関して、現時点での考え方を教えてほしい。  

A13) 現時点で決まっていることはないが、パークの体験価値向上に合わせてチケット単価を引き

上げていくという、これまでの考え方に変わりはない。外部環境も勘案しつつ、検討してい

く。 
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Q14) 今後 10 年間の、大規模開発に関わるスケジュールのイメージを教えてほしい。例えば、ファ

ンタジーランドの開発はエリアを一度にクローズしてしまうのか。また、周年についても配慮す

るのか。  

A14) ゲストの体験価値の低下や入園者数の減少など、工事に伴うマイナス影響が極力出ないよう

に配慮する。できる限りクローズする範囲は小さくし、また周年の年にも影響を最小限に抑え

られるよう進めていく。 

 

Q15)  今回発表の大規模開発について、完成時期は 2023 年頃と考えてよいか。  

A15) 具体的な時期は未定であるが、2017 年度から 2023 年度までの間に順次オープンすることを

前提に計画を推進していく。 

 

Q16)  テーマパーク入園者数が増加しているが、新しいホテルを建てる計画はないか。  

A16) 今後、年間 3,000 万人を恒常的に集客できるようになれば、ホテルについて拡大の可能性も

あるが、現時点で決まっているものはない。パークの集客状況などを見て、判断していく。 

 

以上 


